
I. は じ め に

「農業農村工学」と聞いて，何をめざして，どのよう

な研究がなされているかの具体像を描ける人は，一般

にはそう多くないでしょう。この分野，人々の日々の

生活の基礎を支えるために，継続して発展してきてい

て，しっかりと成果を上げてきています。でも，対象

としている農業や農村は，日本では今これまでにない

厳しい状況となり，世界でも解決を求める課題が山積

みです。どう対応するのか，新たな継続した挑戦が求

められています。

II. 農業・農村をめぐる状況と課題

1. 農業・農村の状況

農業農村工学は，後で述べるように，農業農村にお

ける生産や生活の条件・環境を改善・改良することを

中心とする総合的な科学技術です。その主な対象であ

る日本の農業・農村は，これまでは見られなかった事

態となっているといわれます。

徐々に進んできた農業者の減少や高齢化に歯止めが

かからず，農村の混住化もさらに進行しています。今

後，誰が農業生産を担い，法人や組合などさまざまな

タイプの経営者がどのように農業に参入するのでしょ

うか。他方，「田園回帰」といわれるような，都市住民

の農村定住はどのように進むのでしょうか。こうした

変化で農業や農村はどう変わっていくのでしょうか。

予測は容易でなく，あるべき姿は簡単には定まらない

でしょう。

農家の減少・高齢化で，長く継続されてきた生産活

動や，そのために必要な水路や道路などの施設の共同

維持作業，祭りなどの集落の文化的な催しごとが，こ

れまでのようには行えない地域が増えています。それ

は，周辺に生息する動物の行動にも影響して，鳥獣に

よる農作物被害が増える要因ともなっています。さら

に，地球温暖化に伴う気候変動は，災害の頻発を含め

て農業・農村の状況を大きく変化させる可能性があり

ます。

長く継続されてきた農業や農村の基本的な状況が大

きく変貌しているのです。それは，農地や水路などの

生産基盤や地域環境を，地域や国の根幹としてどう継

承保全し再構成していくのか，という基本的な問題が

問われる事態であるのです。

2. 新たな課題の展開

変貌する情況に対しては，手をこまねいているので

はなく，さまざまな対応が動き出しています。たとえ

ば，農家の減少・高齢化を踏まえて，農業生産を担う

法人など新たな経営体が登場し，新たな規模や生産様

式に適した農地の整備が進められています。また，急

速に進展するいわゆる ICTや IoT，さらにAI の農業

や農村での導入活用が広がり始めています。無人・自

動で精密に稼働する農業機械の導入などを含めて，土

壌，作物の状態やほ場と施設を精密に観測し，その

データを活用した効率的・省力的な生産活動，それを

容易化するための農地や施設の整備について，驚くよ

うな速さで技術開発が進められています。この技術開

発の進展は，農業農村工学の「進化」として，この特

集の別稿1)で紹介されています。これまでにない営農

や社会のシステムと，革新的な科学技術が組み合わ

さって，次の時代の農業や農村，地域や国土の基本を

構築し，安全性や強
きょう

靭
じん

性を高める試みが展開してい

るのです。

しかし，まだその「グランド・デザイン」（全体構

想）はきちんとは描けていないのです。農業や農村の

あるべき姿を追究して，直面する課題に正面から向き

合い，活用できる基礎科学と技術の質の向上を図っ

て，新たな地域や国土を築く「知」の再構築が強く求

められています。また，それに挑戦する新鮮なアイデ

アと柔軟な取組みの登場と活躍が待たれています。

具体的な例で考えてみましょう。農業農村工学で

は，農地の水条件を整えることは主要な研究領域で

す。従来は，コメの生産性の向上を主眼にして，「水田

への水の安定的な供給」を目標に，多額の公費を投じ
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る水利施設の計画と建設のあり方が中心課題でした。

施設の適正な規模と配置がその根幹にあり，農地での

水需要の算定はその要件でした。建設された施設の操

作管理は，受益者である共同意識の高い均質な農家

が，地域の事情に応じた水利用を行ってきました。し

かし，現在，農家の質や構成は大きく変容し，安定し

た水利用の前提は失われかけています。農地での水利

用は，水質や生態系などを含む地域の環境にも関わる

ので，「水環境の保全管理」も目標に加えられます。こ

のための，農地の水動態の精緻な把握や予測，農業水

管理と地域水環境・生態系の関係，気候変動の影響予

測と対策の構築，それらへの ICTやAI の活用など，

課題は山盛りで，また最新の科学技術の開発と導入が

待望されています。

III. 地域・国土の基本の整備と農業農村工学

の継続した展開

1. 永続的基本課題

安全な食料・農産物を安定して効率的に生産するこ

とは，時代・地域を超えた絶対的な課題です。さら

に，生産者の安全や生産性の一層の向上，環境への負

荷の削減など，持続可能な生産の確立は時代の要請で

す。日本の場合では，中心であったコメ増産の目標は

1960 年代にほぼ達成し，次の課題となった生産の多

様化や農村集落の環境改善もかなり進みました。

しかし，農業や農村の基盤となる農地や施設など

は，建設や整備の事業の完了で「完成」とはならず，

そこからの適切な維持管理によって機能が発揮されま

す。長く使えば施設は更新が必要となり，営農や気候

などの状況変化で施設の再整備などが必要となりま

す。国を維持するための永続的な働きかけが求めら

れ，自然や社会経済の変化で新たな課題が登場しま

す。

2. 農業農村工学 農業・農村の基本を築くアート

「農業農村工学」という学術分野を示す用語は，学会

名として採用された平成 19 年以降広く使われていま

す。それまでは農業の基盤を構築するための土木工学

が基軸であることから「農業土木学」と呼ぶのが普通

でしたが，平成の初めには，農業を中心に置く地域の

環境の創造に貢献することから「地域環境工学」と呼

ぶことも広がり，大学でもこれを名に付した学科や専

攻が増えました。この学術分野の成果は国などの農業

・農村の整備事業に資することが多く，会員の多くが

それに関わる技術者であることもあり，学会名は「農

業農村工学会」とされています。

農業は食料生産を担う活動であり産業です。農業や

関連産業を担う人々が生活・活動する農村は，地域や

国の大きな部分を占め，周囲の森林や海ともつながっ

ています。ですから，農業と農村のあり方は，人々の

暮らしと地域や国の基本を組み立てていて，環境や社

会・文化とも深く関わっています。

農業農村工学は，農業と農村において，持続的な活

動のために，その場であり対象である「大地」の根幹

的要素である土と水を中心にして，地域の自然資源を

有効に活用し，適切に管理するための「工学」です。

基礎科学をベースに据えて，目的に向かって対象を改

善・管理する応用的科学技術です。基礎科学と目的や

対象をつなぐ「術」（アート）ともいえるでしょう。

本特集で紹介されているように2)，国内の大学の農

学や生命，資源，環境などに関わる学部や大学院研究

科の関係する学科や専攻において，この基礎科学とそ

の応用のための学術が考究・開発され，教授されてい

ます。

3. 「水土の知」

農業農村工学は，水と土を中心に，地域の自然を巧

みに開発・調整する技術と，基礎となる科学を中心に

置き，技術や知識を活用する仕組みを含む「知恵のシ

ステム」です。農業農村工学会の学会誌の別名にある

ように「水土の知」と呼べます。

農業農村工学は，農業や農村の変化する実際の課題

に，継続的に取り組むことが宿命的に組み込まれてい

ます。実際の課題が，技術の開発を求め，新たな科学

的発見をもたらします。

この一連の取組みの成果が，現在の農地や農道，貯

水や送配水などの水利施設，集落などの生活の質や環

境を保全する施設などとして現れています。それら

は，開発途上国での農業基盤の整備に活用され，安定

した食料生産と地域社会の基礎を築いて，環境と平和

の構築に貢献しています。

さらに，開発技術はほかの分野でも活用されます。

最近では，海岸農地での塩分除去技術が，津波を受け

た農地の除塩に活用され，土壌中の水や物質移動に関

わる基礎科学が，原子力発電所事故に伴う放射性物質

による汚染への対応に活用されています。

IV. 農業農村工学 研究の展開方向

上で述べたように，大きな「時代」の転換を迎えて

いる日本の農業・農村では，これまでとは異なるアプ

ローチや挑戦が求められています。突入したと思われ

る，a.「大更新時代」（農業と農村の基盤施設の更新の

必要性・緊急性の拡大），b.「創エネ・活エネ時代」

（地域の資源・エネルギーの活用と環境保全の要請の

拡大），c.「農村協働力再生時代」（農業・農村におけ

るプレーヤーとその協働の変化），d.「情報新時代」
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（IoT や AI などの情報技術と地域のノウハウの活

用），e.「国際文脈時代」（開発途上国の農業や農村の

基盤整備の加速化）などを，しっかりと見据えた真に

革新的な展開が求められていると思います。

この時代の展開ともいえる時こそ，「知」の見せどこ

ろであり，「術」（アート）を磨くときでしょう。農業

や農村での活動や現象は，自然的要因から人間の心理

や行動に関わることまで，多くのさまざまな要因が関

わり，限られた範囲でも「分かりきること」は不可能

です。実験や検証もできない現象を対象とすることが

ほとんどです。その制約の中で，具体的な課題に対応

し，誤りを犯さずに解決していく総合的な「知」の仕

立て直しが求められます。基礎科学発展と技術開発，

適応と評価など，各プロセスや局面ごとの展開と，総

合技術としての革新的な統合です。

V. お わ り に

農業農村工学では，成果が直ちに現場に活
い

かされ，

現場の課題がすぐに研究課題となります。さまざまな

要素や多くの人や組織と関わり，この分野の研究者や

技術者の社会貢献は大きく，共同で取り組む過程に参

画する悦
よろこ

びは大きいと思います。

農業や農村の現場に出かけませんか。自然とそれを

調整した農地や水路・道路などの先人たちの働きかけ

の結実，それを維持管理して，継承している人々の仕

組み。そして，そこでの「深刻な」現実や課題に触れ，

また将来の求める姿の「ささやき」をつかんで，総合

技術による地域・国土の保全に関わる醍
だい

醐
ご

味
み

を予感す

るのはいかがでしょうか。今，農業や農村で新たな自

由な展開が静かに密
ひそ

やかに進んでいるようです。

引 用 文 献

1） 山本徳司：進化する農業農村工学，水土の知 85(8)，

pp.3〜8（2017）

2） 農業農村工学が学べる 36 大学，水土の知 85 (8)，

pp.25〜43（2017）

〔2017.6.27.受理〕

略 歴渡邉 紹裕（正会員）

1953年 栃木県に生まれる

1977年 京都大学農学部卒業

1983年 京都大学大学院農学研究科博士後期課程

研究指導認定退学

その後，京都大学農学部，大阪府立大学，

総合地球環境学研究所などを経て

2013年 京都大学大学院地球環境学堂

現在に至る

報文：農業農村工学の研究 課題と求められる挑戦

水土の知 85（ 8）

11

727


